
五所川原市在宅医療・介護連携推進事業 

独りになっても大丈夫「ずっと五所川原で暮らそう」
～高齢期からの〝ごしょぐらし〟～

【目　　的】「高齢者等の適切な在宅生活の継続」
　　　　　　と「家族等介護者の就労継続」の実

現に向けた介護サービスの在り方を
検討するため。

【対 象 者】 在宅要介護認定更新者（要介護１～
５）の中から無作為抽出した400人。

【回答者数】 266人（回収率66.5％）

〇在宅療養を継続する上で介護者が不安に感
じることは「認知症状への対応」、「日中の
排せつ」、「外出の付き添い、送迎等」、「夜
間の排せつ」でした。

〇高齢化率は令和２年で35％です。
　令和24年に高齢者人口がピークを迎
えます。

〇市では、市民が「住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを人生最後まで続
けることができる」よう、関係者が
一緒になって取り組んでいます。

【目　　的】 日常生活圏域ごとに、地域の抱える課題の特定（地域診断）に資するため。
【対 象 者】 65歳以上の市民（要介護認定者を除く）の中から無作為抽出した3,000人。
【回答者数】 1,993人（回収率66.4％）

人口・高齢者人口の推移 グラフ（市全体）

１  五所川原市の状況　「３人に１人が高齢者」

２  調査結果1）「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果」からみた３地域の特徴

　  調査結果2）「在宅介護実態調査結果」からみた地域の状況 （令和２年７月実施）
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「運動機能」、「咀嚼（そしゃく）機能」の改善が
必要な人、介護が必要で、買い物ニーズがあ
る高齢者の割合が高い。一方、スポーツ関係
や趣味のグループやクラブに参加している高
齢者の割合が高い。

「栄養改善」が必要な人、「介護は必要だが現
在は受けていない高齢者」の割合が高い。

「閉じこもり」、「認知症」、「転
倒」リスクが高く、スポーツ
や趣味、学習等のサークル活
動への参加割合が低い。
一方、周囲からのサポート（情
緒的、手段的）や、「主観的幸
福感」の割合は高い。
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終末期をどこで過ごしたいか

主な介護者は、
娘や息子の配偶者が
多く、６０歳代以上の

老老介護と
なっている。

在宅生活の継続に
必要と感じる支援・サービス
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（令和元年12月実施）

外出・移送サービス
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五所川原市在宅医療・介護連携推進事業

　地域のニーズや課題に対し、市内の関係機関（職種間）が一緒に研修会を実施し、課題解決に繋がるよう検
討を重ねています。

問い合わせ先
　地域包括支援センター
　内線2461

３  在宅で医療や介護が必要となった時の五所川原市の支援体制

介　護

【参考】ＡＣＰ
（Advance Care Planning：
アドバンス・ケア・プランニング）

●居宅系サービス
・居宅介護支援事業所
　　　　　　　　など
●施設系サービス
・介護老人福祉施設
　　　　　　　　など

医　療
●医療機関
　〇病院
　〇開業医

★相談機関先
　〇各病院の地域連携室
　〇各地区の在宅介護支援センター
　〇五所川原市地域包括支援センター

★地域包括支援センターでは、保健師、社会福
祉士、主任介護支援専門員が常駐し、介護全
般にかかわる総合相談を行っています。

★「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果」、
　「在宅介護実態調査結果」は、市のホームペー
ジでご覧いただけます。

★「在宅医療介護を支える専門職種の紹介リー
　フレット」や「緩和ケアマップ五所川原版」の
冊子も差し上げています。

　厚生労働省では、2018年、アドバンス・ケア・プ
ランニング（ＡＣＰ）の愛称として「人生会議」と
いう名称を提唱しました。ＡＣＰについて知ってお
くことも老後の備えです。

★在宅医療介護を支える専門職種
・医師、歯科医師、薬剤師　・介護支援専門員
・訪問看護師　　　　　　　・理学療法士
・訪問介護（ヘルパー） 　　・介護福祉士
など様々な職種の方が在宅医療介護を支えています。

★医療機関、福祉施設の詳細情報は、「緩和ケア
マップ五所川原版」に掲載しています。
　市ホームページからダウンロードもできます。

7五所川原市役所　☎35－2111


